
スマートハウス等様式第１号 

 
事業詳細説明書 

１ 創エネルギー設備（太陽光発電システム） 
電力需給契約区分 
（いずれかにチェック） ☑余剰売電   □自家消費 

既設太陽光発電システム  
（いずれかにチェック） 

☑無  □有（既設分最大出力       ｋW） 

公称最大出力※１ 

使用枚数 
（増設の場合は増設分のみ）  

①   ３００W× １７枚＝ ５，１００W 

②       W×   枚＝        W 

③       W×   枚＝        W 

④       W×   枚＝        W 

太陽電池最大出力 
（増設の場合は増設分のみ）  

     ５ ．１ ０ｋW 
（小数点以下第２位未満切捨） 

計  ５，１００W 
←ｋW 単位に変換 

  ※１ 日本工業規格又は IEC 等の国際規格に規定される太陽電池モジュールの 
公称最大出力値 

２ 蓄エネルギー設備（家庭用リチウムイオン蓄電池システム又は電気自動車等充給電設備） 

蓄エネルギー設備 
（いずれかにチェック） 

☑家庭用リチウムイオン蓄電池システム 
□電気自動車等充給電設備（V2H） 

蓄電容量※ ９．７ｋWｈ 

※ 蓄電池本体の蓄電容量、V2H の場合は所有する電気自動車等に搭載された蓄
電池等本体の容量を記入 

３ 補助対象経費（税抜） 

 

全体事業費※１      3,500,000 円 
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太陽光発電システム※２ 2,000,000 円 

蓄電池又は V2H※２ 1,400,000 円 

HEMS※２ 100,000 円 

 上記以外に ZEH に係る費用 ―円 

 スマート・ゼロハウス、脱炭素志向型住宅

でなければ「—」 

申請者名︓豊田 太郎 記入例 

モジュールの配置図に書かれてい

るモジュールの W 数と枚数と同一 

蓄電容量は 

（一社）環境共創イニシアチブ

（SII）に登録された値 


